
愛知東邦大学 シラバス

開講年度(Year) 2025年度 開講期(Semester) 後期

授業科目名(Course
name) 東邦プロジェクトＡ

担当者(Instructors) 渡邊 明宏,堀 建治,松本 亜香里,伊藤 数馬,伊藤 龍仁,新實 広記,堀 篤
実,水野 伸子

配当年次(Dividend
year) 1

単位数(Credits) 2 必修・選択(Required /
selection) 選択

■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

　自主的に学ぶ中で「個々が目指す社会人」に必要な力（就業力等）を身に付けることを目的とし、「今よりもうちょっとまちを元気に！」
をテーマに「まちの活性化プロジェクト案」を作成する。授業の前半では、必要なスキルを学び（座学）、学んだスキルを活かしながら、
フィールドワーク等のアクティブラーニング・論理的思考力・コミュニケ―ション力・課題解決力等を養う。授業の後半ではPBL（課題解決
型学習）手法を用いる。地域連携を前提として自ら想像し、創造する「答えのない」学びのプロジェクトを展開する。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form)

授業の方法(Class
method)

子どもや保育に関する基礎的な学習をふまえ、多様な保育内容（遊び）を実践的に習得する。そのうえで保育所・
児童館において観察・参与による体験実習を行い、省察して理解を深める。各回のテーマに応じた教育学部の専
門の教員が担当する。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 オリエンテーション／保育・保育者の
役割

授業の予定などについて理解し、保育や保育者の役割についての基
礎を学習する。 □

第2回 子どもと育ちへの理解 子どもの育ち（発育・発達）についての基礎的事項を学習する。 □

第3回 子ども家庭福祉の視点から 子どもや子育て家庭のおかれる状況、保育の社会的な役割について
学習する。 □

第4回 子どもと遊び：造形表現 保育内容に関して、子どもにふさわしい造形遊びやそのための環境
を実践的に学習する。 □

第5回 子どもと遊び：ボール遊び 保育内容に関して、子どもにふさわしい運動遊びやそのための環境
を実践的に学習する。 □

第6回 子どもと遊び：身体表現 保育内容に関して、子どもにふさわしい身体表現遊びやそのための
環境を実践的に学習する。 □

第7回 子どもと遊び：音楽表現 保育内容に関して、子どもにふさわしい音楽・リズム遊びやそのた
めの環境を実践的に学習する。 □

第8回 体験実習に向けて・諸注意など 保育所と児童館における体験実習について理解し、観察・参与の方
法を学習する。 □

第9回 体験実習：保育所①　観察・参与 保育所保育を観察・参与をとおして学習する。 □

第10回 体験実習：保育所②　振り返り 観察・参与によって得た成果を振り返り、省察する。 □

第11回 体験実習：児童館①　観察・参与 児童館における遊び・活動を観察・参与をとおして学習する。 □

第12回 体験実習：児童館②　振り返り 観察・参与によって得た成果を振り返り、省察する。 □

第13回 模擬保育実践：行事の構想 保育における行事について理解し、その主体として計画する。 □

第14回 模擬保育実践：行事の準備 保育における行事のための必要な準備を考えて行う。 □

第15回 模擬保育実践：行事の実践／総括 保育における行事を実践をとおして学習して省察するとともに、全
回の振り返りを行う。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

予習として、子どもや保育に関する事象に関心をもって文献やメディア（ニュース・新聞記事など）に触れたり、体験実習に向けての準備を
行う（2時間）。授業後には授業内容を振り返り、各自で整理しておく（2時間）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)



授業内で課した課題は個別に返却するとともに、必要に応じて全体で共有する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

主体性 ◆ 2019全学共通DP3 保育者としての視点から、子どもの育ちや子育て家庭にまつわる現状をふまえ、よ
りよい社会のための主体的な考えを導き出すことができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

50% 50%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

授業内で課した課題と、体験実習・模擬保育実践の取り組み・振り返りを総合して評価する。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 必要に応じてプリントを配布する。

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 幼稚園教育要領（平成30年3月）文部科学省

2 保育所保育指針（平成30年3月）厚生労働省

3 幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成30年3月）内閣府・文科省・厚労省

4

5


